
　日本の中学・高校生は、数学で世界トップ水準の学力がある

にもかかわらず、約半数が数学に苦手意識を抱えていることが

わかっています。学力が高くても、「数学が得意」「数学が好き」

と答える割合が諸外国に比べて低く、学力と苦手意識に乖離が

あるのが大きな特徴です。また、高校生の3分の2が「中学以前

でつまずいた」と回答するなど、苦手意識が定着しやすい現状

も明らかになっています（※）。

　このような苦手意識は理数系分野への進路選択を妨げ、将来

的にAIやデータサイエンスといった科学技術分野を担う人材の

不足や、変化の激しい現代社会で求められる問題解決能力・応

用力の不足につながることが懸念されています。このような課

題の解決をすべく、アプリ開発をはじめました。
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サービス概要　

Mathmosis（マスモシス）は、数学学習に特化したAIアシスタント搭載タブレットアプ

リ。解答時の思考のつまずきをAIが解析・自力での理解を促すことで、苦手意識による

学習離脱を防ぎ、将来の理数系人材の育成に貢献します。

数学に苦手意識を持つ学生が多い

　　→数学特化AIの豊富な解説

個別指導の限界と教員負担の増加

　　→パーソナライズドされたAI

自主学習時の「すぐに聞けない問題」が学習離脱を招く

　　→AIにリアルタイムでいつでも質問

※参考：2023年　国際学力調査（TIMSS）、2024年2月ニフティキッズ「勉強」
についての調査、2023年　高校生白書、株式会社atama plus　数学の学習に
おけるつまずきの実態
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